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西暦 和暦 年齢 出来事
1866 慶應 2 0 旧暦 2月 18日誕生
1873 明治 6 7 春、宗源庵入塾　秋、嶺学校入学
1877 明治 10 11 嶺向学校（嶺学校より改称）授業生に採用
1878 明治 11 12 中村学校授業生に採用　下等小学校卒業
1880 明治 13 14 嶺向学校授業生に採用
1882 明治 15 16 上等小学校卒業
1883 明治 16 17 大坂小学校授業生に採用
1884 明治 17 18 2 月、静岡二松学舎入舎　秋、静岡師範学校 2年前期編入学
1885 明治 18 19 齋藤ひさと結婚
1888 明治 21 22 静岡県尋常師範学校（元・静岡師範学校）卒業　静岡高等小学校訓導
1889 明治 22 23 春、東京高等師範学校 ( 現・筑波大学 ) 試験生合格　秋、退学
1890 明治 23 24 静岡高等小学校東部分校（清水）首席訓導
1892 明治 25 26 長男操一郎誕生　東有渡高等小学校初代校長兼訓導
1894 明治 27 28 榛原郡川崎尋常小学校校長
1897 明治 30 31 文部省中等教員検定試験合格　静岡県尋常師範学校助教諭
1898 明治 31 32 三重県師範学校教諭　夏、前年誕生の次男悌二郎没
1900 明治 33 34 佐賀県師範学校教諭
1902 明治 35 36 『佐賀県方言辞典』刊行 ①
1903 明治 36 37 宏文学院教授（魯迅、陳介ら在学）②
1904 明治 37 38 『言文対照・漢訳日本文典』刊行
1905 明治 38 39 湖北路鉱学堂の留学生に日本語指導
1908 明治 41 42 京師法政学堂教授
1912 明治 45 46 春、帰国　東京府立第一中学校教諭
1913 大正 2 47 東京府立第一中学校辞任　中国人留学生の日本語教育に専念
1914 大正 3 48 日華同人共立東亜高等予備学校設立 ③ ④

『漢訳日本語会話教科書』刊行
1917 大正 6 51 東亜高等予備学校に周恩来が入学
1918 大正 7 52 中国人留学生に対する不当な扱いを外務省、文部省、警視庁に抗議
1919 大正 8 53 周恩来帰国
1923 大正 12 57 関東大震災により全校舎焼失、翌年新校舎落成　
1925 大正 14 59 東亜高等予備学校、財団法人日華学会と合併　教頭に就任
1930 昭和 5 64 中国教育視察旅行
1931 昭和 6 65 『中華五十日游記・中華教育視察紀要・中華留学生教育小史』刊行

東亜高等予備学校名誉教頭
1934 昭和 9 68 『訳解・日語肯綮大全』刊行
1935 昭和 10 69 雑誌『日文研究』刊行　※郭沫若・魯迅寄稿
1941 昭和 16 75 長男操一郎没　
1942 昭和 17 76 妻ひさ没
1944 昭和 19 78 郷里に疎開
1945 昭和 20 79 9 月 12 日、生家で永眠

④ 東亜高等予備学校跡地＝東京都千代田区
立神保町愛全公園（写真提供：東京都千
代田区日中友好協会）

② 宏文学院（弘文学院）跡地＝東京都新宿
区西五軒町（2021 年 3月、本紙撮影）

＝
松
本
亀
次
郎
年
譜
＝

年
、
私
財
を
投
じ
て
「
日に

っ

華か

同ど
う

人じ
ん

共
き
ょ
う

立り
つ

東と
う

亜あ

高
等

予
備
学
校
」（
③
④
）
を

創
立
し
た
。

東
亜
高
等
予
備
学
校
の

学
生
に
は
、
の
ち
の
中
国

初
代
首
相
・
周
恩
来
が
い

た
。
彼
は
後
年
、
修
学
旅

行
で
京
都
・
奈
良
へ
行
っ

た
こ
と
を
よ
く
人
に
語
っ

て
い
る
。
こ
の
修
学
旅
行

に
は
、
中
国
人
留
学
生
た

ち
が
日
本
で
見
聞
を
広
め

る
こ
と
で
日
中
友
好
が
進

ん
で
ほ
し
い
、
と
い
う
亀

次
郎
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
た
。

１
９
２
３
年
、
関
東

大
震
災
で
校
舎
が
焼
失

し
た
が
、
40
日
後
に
は

仮
校
舎
で
授
業
を
再
開
。

１
９
４
４
年
に
故
郷
に
帰

る
ま
で
、
亀
次
郎
は
中
国

人
留
学
生
の
教
育
に
関
わ

り
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

２
０
１
９
年
３
月
、
中

国
天
津
市
か
ら
掛
川
市

へ
、
松
本
亀
次
郎
と
周
恩

来
の
ろ
う
人
形
が
寄
贈
さ

れ
た
（
⑤
）。

こ
れ
は
、
周
恩
来
が
亀

次
郎
の
元
で
学
ん
で
い
た

当
時
の
２
人
を
、
写
真
や

資
料
を
も
と
に
再
現
し
た

も
の
。
除
幕
式
に
は
、
中

国
天
津
市
の
周
恩
来
鄧と

う

穎え
い

超
ち
ょ
う

記
念
館
の
王お

う

起き

宝ほ
う

館
長
や
、
周
恩
来
の
姪
も

出
席
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
１
年
３

月
６
日
、
掛
川
市
上
土
方

嶺
向
の
松
本
亀
次
郎
公
園

（
生
家
跡
）
に
、
亀
次
郎

の
功
績
を
伝
え
る
「
鶴
峯

堂
」
が
完
成
（
⑥
）。
落

成
式
に
は
、
松
井
三
郎
市

周恩来
1898 ～ 1976

⑤ 松本亀次郎と周恩来のろう人形（静岡県
掛川市立大東図書館）

⑥ 八角屋根が美しい「鶴峯堂」＝静岡県掛
川市上土方嶺向・松本亀次郎公園（写真
提供：@kita_kita_san）

③ 亀次郎が創立し
た日華同人共立
東亜高等予備学
校（写真提供：
掛川市）

亀次郎が編集した日
本語教科書（写真提
供：掛川市）

① 『佐賀県方言辞典』
の原稿（写真提供：
掛川市）

ろ
う
人
形
と
鶴
峯
堂

日
中
友
好
に
尽
力
し
た
功
績
を
、
後
世
へ

長
、
松
本
亀
次
郎
記
念
日

中
友
好
国
際
交
流
の
会
の

鷲
山
恭
彦
会
長
の
ほ
か
、

日
中
友
好
を
研
究
す
る
中

国
の
大
学
教
授
や
教
え
子

の
子
孫
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
た
。

鶴
峯
堂
の
名
称
は
、
多

く
の
和
歌
を
詠
ん
だ
亀
次

郎
が
自
ら
を
「
鶴
峯
」
と

号
し
て
い
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
高
さ
５
・
６
メ
ー

ト
ル
、
広
さ
11
平
方
メ
ー

ト
ル
。
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ

た
お
堂
の
内
側
に
は
、
亀

次
郎
ゆ
か
り
の
場
所
を
示

し
た
地
図
や
、
周
恩
来
な

ど
の
教
え
子
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
が
４
枚
展
示
さ
れ

て
い
る
。

中
国
か
ら
参
加
し
た
教

え
子
の
関
係
者
は
、「
和

を
大
切
に
す
る
松
本
精
神

は
私
た
ち
の
大
き
な
励

み
。
日
中
友
好
交
流
を
受

け
継
い
で
い
く
」
と
日
本

語
で
話
し
た
。

「
中
華
留
学
生
教
育
小

史
」
の
な
か
で
、
亀
次
郎

は
、
日
中
両
国
の
親
善
を

図
る
た
め
に
「
両
国
の
一

般
国
民
は
互
い
に
広
い
心

を
持
ち
、
一
時
的
な
政

治
・
経
済
の
紛
争
に
惑
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
国
民

同
士
は
親
し
み
を
持
ち
続

け
て
欲
し
い
」
と
訴
え
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
想
い

も
、
鶴
峯
堂
は
亀
次
郎
の

功
績
と
共
に
後
世
へ
伝
え

て
い
く
。（
敬
称
略
）

参
考
文
献
：
『
松
本
亀
次

郎
の
生
涯
〜
周
恩
来
・
魯

迅
の
師
〜
』
武
田
勝
彦
箸
、

早
稲
田
大
学
出
版
部

協
力
：
静
岡
県
掛
川
市
立

大
東
図
書
館

日
本
の
戦
国
時
代
末

期
、
武
田
信
玄
と
徳
川
家

康
が
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ

た
高た

か

天て
ん

神じ
ん

城
じ
ょ
う

跡
。
そ
の

北
に
位
置
す
る
静
岡
県

掛
川
市
上か

み

土ひ
じ

方か
た

嶺み
ね

向む
か
いで

、

１
８
６
６
年
、
松
本
亀
次

郎
は
誕
生
し
た
。

父
親
は
木こ

挽び

き
職
人
。

亀
次
郎
は
家
業
を
手
伝
い

つ
つ
勉
強
し
、
11
歳
で
授

業
生
の
試
験
に
合
格
す
る

と
、
自
ら
勉
強
を
し
な
が

ら
教
壇
に
も
立
っ
た
。

１
８
８
４
年
、
静
岡
師

範
学
校
入
学
。
卒
業
後
に

中
等
教
員
免
許
を
取
得
す

る
と
、
静
岡
県
、
三
重
県
、

佐
賀
県
の
尋
常
師
範
学
校

の
国
語
科
教
諭
を
歴
任
し

た
。
佐
賀
県
時
代
に
編
集

し
た
『
佐
賀
県
方
言
辞

典
』（
①
）
は
日
本
で
最

初
の
方
言
辞
典
で
あ
る
。

さ
て
、
日
清
戦
争
の
敗

戦
か
ら
近
代
化
の
必
要
性

を
感
じ
た
中
国
（
清
）
は
、

日
本
に
多
く
の
留
学
生
を

送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
日
本

で
は
そ
の
受
け
入
れ
体
制

が
整
っ
て
お
ら
ず
、
中
国

人
留
学
生
の
た
め
に
設
立

さ
れ
た
宏こ

う

文ぶ
ん

学
院
（
②
）

で
は
日
本
語
教
師
を
必
要

と
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
、

方
言
辞
典
で
実
証
的
成
果

を
あ
げ
た
亀
次
郎
に
白
羽

の
矢
が
立
て
ら
れ
た
。

１
９
０
３
年
、
招
き
に

応
じ
て
上
京
し
た
亀
次
郎

は
、
優
秀
な
中
国
人
留
学

生
た
ち
に
感
動
し
た
と
い

う
。
特
に
、
の
ち
の
文

豪
・
魯
迅
の
言
語
感
覚
に

は
驚
嘆
。「
其
の
訳
文
が

穏
当
で
且
つ
流
暢
で
あ
る

か
ら
、
同
志
間
で
は
『
魯

訳
』
と
云
っ
て
訳
文
の
模

範
と
し
て
推
重
し
た
と
い

ふ
事
で
あ
る
」
と
、「
隣

邦
留
学
生
教
育
の
回
顧
と

将
来
」（
昭
和
14
年
４
月

号
『
教
育
』、
岩
波
書
店
）

に
記
し
て
い
る
。

１
９
０
８
年
、
亀
次
郎

の
教
育
は
中
国
に
も
知
れ

わ
た
り
、
京
師
法
政
学
堂

（
北
京
大
学
の
前
身
）
の

教
授
と
し
て
北
京
に
移
っ

た
。し

か
し
、
１
９
１
２

年
、
辛
亥
革
命
で
情
勢
が

急
変
し
帰
国
。
１
９
１
４

魯迅
1881 ～ 1936

中
国
人
留
学
生
の
父

松
本

亀
次
郎

◆
日
中
友
好
人
物
伝

３
月
６
日
、
静
岡
県
掛
川
市
に
、
魯ろ

迅じ
ん

や
周

し
ゅ
う

恩お
ん

来ら
い

を
は
じ
め
、
約
２
万
人
の
中
国
人
留
学
生
に
日
本

語
を
教
え
た
一
人
の
教
師
の
功
績
を
た
た
え
る
「
鶴か

く

峯ほ
う

堂ど
う

」
が
完
成
し
た
。
い
ま
、
教
育
を
通
し
た
日

中
友
好
へ
の
貢
献
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
松
本
亀
次

郎
。
そ
の
生
涯
を
紹
介
す
る
。（
本
紙
広
報
部
）

松
まつ

本
もと

亀
かめ

次
じ

郎
ろう

1866 ～ 1945

静岡県




